






























































第二巻（一九八九年刊・三省堂）の掲出項目「こひ（恋） 」の第一義「特定の異性に心 かれて、思い慕うこと。また、その切ない思い。 」の用例として。
「
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 facir,vel virtus vel doctrina tua.Lus.
A

































































































oedas de cobre que se dão ou
　
em





























との説明が付いている。これは同義の語を並示して説明を明確にしているものである。これなどは同じ語義を重ねて注して明示 た趣の が、互いに小異 あるものを並べたものもある。
Q
uangun （官軍）に
Soldados,ou gente de 



































































































Pobreza,ou falta do necessario,ou de poder,&
habilidade 



































（ 「と」 、 「と……と」 ） 、 「選択」 （ 「あるいは」 、









択」が一般的な用法で、 しかも最も用例も多いと指摘しながらも、掲出項目「あんぷ（安否） 」 「じつぷ（実否） 」 「うむ（有無） 」 「ふんべつ（分別） 」 「うんぷ（運否） 」の各語釈に用 られている
ou

























































































































































































ou estaua.　Tu eras ：






















ou estiue.　Tu foste ：





































































































































ou estaras.　Serà elle ：

























ue fosses tu ：
ou estiuesses.　
Q




































o eu for ：
ou estiuer.Tu 
fores ：









































































ŏrŏ. l,soro. Sô. Z







































































































































aseale, is.  Lus. ……
Lugar onde se faz, ou guarda o queijo. Iap. 
Q
eijo toyŭ xocubut uo totonoye, aruiua toritevoqu tocoro. （訳：
C
























Funâle, is. Lus. Tochas, ou candeas cubertas de cera, ou de pez. 
Iap. M
atçuyani, aruiua rǒuo m






























 branduras, e lisonjas em
goda 
os velhos, ou viuuas pera que o façam
 seu erdeiro. Iap. G
oqe, 
aruiua toxiyorini nengorouo tçucuxi, qini aite sono xǒchi zaifôno 

















































ereiro, ou de m
arço, quãdo he anno bisexto. Iap. V
rǔno toxino 
Europano niguat, aruiua sãguatno tçuitachi. ……（訳：
Intercal-
　　































Iurare corporaliter. Lus. Iurar tocando o altar, ou 




















































語を並列する場合、２番目の語に付ける、語群や文の場合はその先頭 語に付ける）１…と…、また、そして。２…か…、または。３…も…も。 〉 、










ruiua, ca. vt, soreca, areca. （訳
：
Seu, 〈１あ
るいはもし。２あるいは か［にせよ］ 。３あるいは。 〉 。ポルトガル語。
O
u 。日本語。アルイハ、 カ。例えば、 ソレカ、
アレカ。 ）
⑨




































































































































































































 gēte dos reinos do L
este 
estãdo vendo, 
 duuidando se erão inim















































,Palaura de duuidar que se poem
 no cabo de 
outra.Vt,Fitodegozaru yara,  ixide gozaru yara.N
ão sei se he　
hom
em




























おいても、指摘されている の場合、見出し語としての「やら自体の語義全体や、そ 一義ということ おいても、
ou
が対訳
























詞の「か」 、⑤ 見出し語は「または」であり、こ らは既に『羅葡日対訳辞書』において、
ou
との逐語的対応関係が確認されて





















































































































































〝カ、カ〟 、④では〝アルイハ〟 、⑤では〝モシハ、モシハ〟 、⑥では〝
ヤラ、ヤラ〟であり、⑦、⑧では、それぞれ〝ヤ、イ
ナヤ〟の ヤ……ヤ〟 、 〝カ、イナヤ〟の〝カ……ヤ〟である。③、④は、それぞれ①、②の再掲にな が、 か、か 「あるいは」に関しては、
ou
との対応関係は、既に他の複数の





















 a que 
se ajunta, 
















べての箇所で、 「か（、か） 」の次に置 れている。 「離接接続詞につい 」の条の、 「あるいは 特徴を詳述しているところには、
¶Esta propriam
ente he disiunctiua sem
 outro nenhu˜ sentido, 
porque, C
a, posto que he disiunctiua,  tem


























































































uytas vezes se acham
 com
 sentido disiunctiuo, 










































































ata. Et, E, Item
, m
ais. （訳：
マタ。 と、 そして。 同様に、 さらに。 ）
（
58丁裏）











































日本語の語彙として、 「あるいは 、 「か」 （ 「か、 か」 ） 、 「か、 や」
、 「ま



























　『羅葡日対訳辞書』のラテン語の見出し語の和訳語義は、特に言及しない限りは、 『羅和辞典（改訂版） 』 （二〇〇九年刊・研究社）によって る。
注３
　『羅和辞典（改訂版） 』及び、他の辞書にも、管見 範囲では、当該見出し語が見出せない。
〈うるしざき
　
まさと／本学教授〉
